
私の尊敬し、深く愛する友よ、
プラトンが提唱するタ・オンタ
（諸存在）のイデアは、プラトン
が誰か他の人から聞き知ったも
のであれプラトンが初めて見出
し名づけたものであれ、彼自身
がアウトゾーオン（自生者）と呼
び慣らわしたノエートス・コスモ
ス（思惟的世界）である

これについては、す
べての賢者たちの
意見は一致してい
る。しかし、それが
いったい何であるの
かについて考えた
人は数少ないように
思える
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校正ミス？

というのも、学識者として評
判の高い人のなかでも、イ
デアを、何か思惟的なウー
シアイ（実体）のような、
デーミウールゴス（制作者）
のエンテユメーマタ（思考）
であると推定する人々の著
作に遭遇したことがあるか
らである

彼らは、イデアがあたかも制作
者の中心点から発せられる思
惟的な線のようなものであると
考え、これらの与えられた規範
に従って、それらに向けてソー
マテイコス・コスモス（物体的世
界）が制作され、またそれらの
父（制作者）がこの世界をもそ
れらイデアに似せたと考えるの
である

なぜなら、神においては思
考はある種のテユポイ（印
影）やアニュポスタトス（実
体のない）原理ではなく、
ヒュパルクセイス（本質）で
あり、ウーシア（実体）だから
である。すなわち、彼らはそ
こには結果的・偶発的なも
のは何もないと主張するの
である

このように主張する人たち
は、ト・バン（万物）の制作
者を最初に置き、その次に
制作者の第一の思考であ
るもろもろのイデアを、そし
てその次に、天と地および
そのあいだにあるもので構
成され、それらが統合され
てできたこの世界を置く

すなわち、かしこで
提示されているもの
は、純粋な、真の原
型であり、他方、こ
このものは、合成
物、模造物であると
言うのである

彼らはプラトンの意見をこのよ
うに解釈して語るわけだが、私
には彼らがプラトンの教説の要
点を把握しているとは思えな
い。今言ったことをより正確に
言うならば、私は、私の意見を
語るのではなく、これを最初に
言った人の魂を除き見るかのよ
うにして、他の人々よりも正確
な解説を行ってみよう

プラトンは、この世界に
おける物体のモルファ
イ（姿形）を後天的なも
のと考えた。これは、先
にあり、タ・ヒュポケイメ
ナ（素材）に形を与えた
ものとは何かについて
的確に考えた結果得ら
れた答えである

たとえば工芸品の上にある形相のうち、
「寝台」の形相を後天的なものであると考
えて、形相のうちのあるものはテクネー（技
術）が、他のものは工匠が寝台に与えたも
のであり、また、技術はプシュケー（魂）の
内にそのロゴイ（諸原理）を見出したもので
あり、さらにその魂は自らの内にではなく、
他の何ものかの内に（その諸原理を見出し
たものである）ことを発見したのである

同様に、自然物の上にある
形相についても、あるもの
はフユシス（自然）が直接
形づくり、他のものは魂が
自然に原理を与えて、また
他のものはヌース（知性）が
最初に魂に形相のアフォル
マイ（起源）を与えて形づ
くったものである

しかし、これ以
上先に進んでは
ならない。さも
ないと、アルカ
イ（始原）の始
原を無限に求め
続けることにな
る

すなわち、物体
の上にある形相
は、ノエートス
（思惟的）な形
相そのものとは
違って後天的な
ものであり、他
のものから出て
物体に与えられ
るものである

それゆえに物体
はエウモルフィ
ア（美形）へと、
そして最後には
ト・アネイデオン
（無形）へと変化
する

物体にあるの
は、純粋な形相
ではない。純粋
な形相ならばそ
れは変容せず、
反対のものへも
変化しないはず
だからである

しかし、魂も他の何もの
も形相そのものではな
い。もしそうであれば魂
はすべて静止したもの
であり、変化しないもの
であるはずなのに、魂
の中には非知性的なも
のへと変化するものが
あるのをわれわれは見
るからである

したがって、不
変かつ最も純粋
な形相は、これ
を超えた他のも
のである

これ、すなわち
非質料的・制作
者的知性とは
いったい何なの
だろうか

知性には二種
類のものがあ
り、その一つは
魂の形相に相
当し、これを永
遠の昔から形づ
くっているもの
である

もう一方は、完
全に他のものか
ら分離しており、
他のもろもろの
知性を超越して
いるものである

それは、ウーシア
（本性）においてもエ
ネルゲイア（働き）に
おいても同様に純
粋な知性であり、善
の戸口にあり、それ
自体がト・ノエート
ン・カロス（思惟的
美）である

したがってこの知性
こそタ・プロータ（最
初のものたち）であ
ると同時に、それら
を超えた他のもの
にあらずして、最初
にそれらをエノエー
セン（考えた）もの
である

そして、イデアとは
そのものの最初の
思考であり、タ・オ
ンタ（諸存在）の純
粋なヒュパルクセイ
ス（実体）である

そして、知性がホ・
プロートス・エンテ
ユメーティス（最初
の考え出されたも
の）であるように、こ
れらはあるべきして
あるエンテユメーマ
タ（思考）である

それらは自らによっ
てあるものであり、
他のものどもから生
じたものではない

これに対して、第二
第三次の形相は、
それらによって形づ
くられ、刻印された
ものである

ある意味では、諸存在
とイデアは同じものであ
る。なぜなら、そこ（諸
存在）に与えられたイデ
アは、第一義的にあるも
のそのものであり、ある
べくして、そして原型と
してあるもの、すなわち
デーミウルギケー（制作
的）イデアだからである

諸存在はイデアのう
ちの最初のもので
あると思われる

われわれは、これら
を分類し、思惟的な
ものの作成を通し
て善から出て知性
の許にあるものとし
て提示する

タ・アイステータ（感覚
されるもの）は、ある形
相への分有によって、
それぞれがそう呼ばれ
ているところのものとな
るのであり、その際、そ
の下にあるフユシス（本
性）が外部からモル
フェー（形）を受けたの
である

そして技術はエイドロー
ン（映像）を通してそれ
らに入っていくものであ
り、技術自体は、物質の
外にあって、同一性の
内にとどまり、真正の像
を（自己のうちに）保有
しているのである

知性は諸存在そのもの
であり、すべてを自己の
内に、ただし場所的に
ではなく、自己自身で
もっている

そこでは、「すべてがいっ
しょ」（όμοῦ�πάντα）であ
り、それにもかかわらず判
然と区別され、そして、それ
ぞれが固有のデュナミス
（力）であるという意味にお
いて、すべてがいっしょでは
ない。種子のデュナメイス
（諸能力）もここでの論議に
比喩を提供する

というのも、（一つの種
子）全体の内には、すべ
てが未分のまあ、あた
かも一つの点にあるか
らである

魂は、もたないがゆえに
把握し、獲得し、追い求
めるが、知性は、「すべ
てがいっしょ」であって、
自己の内にとどまってい
るのである

そして、知性全体は
諸形相の全体であ
り、個々の形相は
個々の知性である

それは、あたかも学問
全体が諸定理の全体
であり、そして各定理は
その学全体の一部だ
が、場所的に分断され
ているのではなく、各部
分が全体の中で力を発
揮するのと同様である

諸存在は知覚する
知性（νοῦς�νοῶν）
の内に置かなけれ
ばならないため、ト・
オン（存在物）を知
性より先に考えなけ
ればならない

そして、両者の働き
は一つである。分割
する知性は別のも
のである。分割され
えず分割することも
ない知性はト・ヘン
（一者）であり、タ・
パンタ（すべて）で
ある

この知性の内にこそ
原型があるとし、こ
の知性をコスモス・
ノエートス（思惟的
世界）、すなわちト・
ホラトン（可視的な
もの）のパラディグ
マ（規範）として把
握しなければならな
い

というのも、ある生
物の原理があり、ま
たこのロゴス・スペ
ルマティコス（種子
的原理）を受け取る
ヒュレー（素材）があ
る場合には、その生
物が生まれることが
必然であるが

同様に、思惟的な万能
のフユシス（本性）が
あって、何ものもこれを
妨げることが無い場
合、一方が（世界とし
て）形成され
（κοσμηθῆναι）、他方
がこれを形成する
（κοσμῆσαι）のが必然
である

そして、形成されたもの
のほうは、ここでは人間
を、あそこでは太陽をと
いうふうに、形相を分割
された状態で保有する
が、他方のものは、す
べて（の）ものを一つの
ものとして（もっている
のである）

ト・アイステートン（感覚
されるもの）の内に形相
としてあるものは皆、か
しこから来たものであ
り、そうでないものはか
しこから来たのではな
い

かの世界には、この世
界の時間の代わりに永
遠があり、そこにあるも
ののとれを取り上げよう
と、それはウーシア（実
体）である

そして、そこには悪のロ
ゴス（原理）はない。な
ぜなら、この世界にある
悪は欠乏と欠如と不足
から生じるものだからで
ある

また、模倣的技術の規
範はそこにはない。物を
作成する（技術）はシュ
ンメトリア（均衡）を応用
する限りにおいてはその
アルカイ（原理）をかの
世界から得ると言えよう

かしこには普遍的なも
ののみの形相があり、
個々の相違は質料に起
因する。

そして、ここにエイドー
ラ（映像）としてあるす
べてのものに原型があ
ると考えるべきではな
い

以上がプラトン的イデ
アについての考察であ
る。

フユシスは本性と
訳す場合が多い
が、自然と訳するの
は誤解を招くのでは

ないか？


